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鶴見川流域における「保全調整池」の指定を進めています�鶴見川流域における「保全調整池」の指定を進めています�鶴見川流域における「保全調整池」の指定を進めています�

◆市街化の進展により都市型の水害が多発しています
　開発前、雨は地下に浸透しているため下水道や河川への流入は限られていま
した。しかし、開発によって地表がコンクリートや屋根などに覆われると、短時
間に多量の雨が下水道や河川に集中し、大変、水害の起こりやすい状態となっ
てきます。

◆調整池は、水害からまちを守っています
　調整池は開発された地域の雨水を一時的に貯留し、まちを水害から守ってい
ます。
　調整池は人々が安全に暮らすために欠かせない施設です。

◆これまで、調整池を守る仕組みが不十分でした
　地域の水害を防止するため保全しなければならない調整池は、埋め立てられ
たり、ごみや土砂が投棄され貯留機能が損なわれても、それを防止することが困
難でした。

　

◆ 保全調整池の指定とは？
　鶴見川はこれまで水害が頻発してきたことから、流域の浸水被害を防止する
ため、平成１７年４月１日全国で初めて特定都市河川の指定を受けました。
　これにより、次の３条件を満たす調整池は、都知事が順次、すべて保全調整池
として指定していきます。
①民間所有
②容量１００立方㍍以上　
③特定都市河川指定（平成１７年４月１日）以前に設置

◆保全調整池指定の流れ

◆保全調整池に指定されると？
○指定されると、調整池の機能を阻害する行為については法の規制を受けます。
「調整池の埋め立て、ごみや土砂の投棄、資材の放置、敷地内での建築や工作物等
の設置、流入出口の形状変更、その他調整池を損傷する行為など」
○都は、保全調整池である旨の標識を設置し、広く地域の人々にお知らせします。

◆平成17年度に指定した保全調整池

（開発前）� （開発後）�

「特定都市河川浸水被害対策法」が制定され、既存の調整池を保全する法の
仕組み（保全調整池の指定）ができました。

所在地名　称所在地名　称　
真光寺町東京多摩霊園１２東玉川学園つげ池１
図師町日大三高１３東玉川学園しらかば池２
玉川学園玉川学園Ａ１４稲城市平尾日本大学商学部平尾３
金井町玉川学園Ｂ１５稲城市平尾平尾４

下小山田町多摩丘陵病院１６野津田町国本学園町田キャンパス５
小野路町合掌の郷町田小野路霊園１７成瀬成瀬殖産地区６
成瀬が丘成瀬が丘三丁目１８図師町小山田ゴルフガーデン７
成瀬鹿島第二１９下小山田町ロイヤルライフ多摩８
成瀬鹿島第三２０玉川学園玉川学園四丁目９
真光寺町乗馬クラブクレイン東京２１三輪町広慶寺よつぎ墓苑１０

注）名称は「～保全調整池」という語句を省略
しています。成瀬鹿島第一１１

市長への
意見照会

指定の公示

（東京都

　　公報）

指定の通知

所有者及び

市長

標識
設置

所有者・管理
者の方々への
説明

（指定範囲、
　　標識等）

　今年度も引き続き保全調整池を指定していきますので、管理者や所有
者の皆さんのご協力をお願いします。
　　　　　□問 東京都都市整備局都市基盤部施設計画課11０３・５３８８・３２９６

発
生
状
況

　

今
年
に
な
っ
て
か
ら
６
月　

日
現
在

３０

ま
で
、
町
田
市
内
で
の
振
り
込
め
詐
欺

発
生
件
数
は　

件
で
、
被
害
総
額
は
８

５３

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
被
害

最
高
額
は
、
１
２
０
０
万
円
で
す
。　

　

犯
人
は
、
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
不

正
に
入
手
し
て
「
夫
、
息
子
さ
ん
が
チ

カ
ン
を
し
た
の
で
示
談
金
を
至
急
振
り

込
め
」
な
ど
と
電
話
を
し
て
き
ま
す
。

　

「
身
内
の
た
め
に
、
早
く
振
り
込
ま

な
け
れ
ば
」
な
ど
と
気
が
動
転
し
て
、

お
か
し
い
と
思
い
な
が
ら
も
振
り
込
ん

で
い
ま
す
。

　

町
田
警
察
署
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺

取
締
捜
査
本
部
を
設
置
し
て
捜
査
を
行

い
、
本
年
既
に
２
人
検
挙
し
て
い
ま
す

が
、
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

特
に
最
近
は
、
「
タ
ク
シ
ー
内
に
会

社
の
現
金
を
忘
れ
た
。
弁
償
し
な
い
と

会
社
を
首
に
な
る
。
振
り
込
ん
で
…
」

と
い
っ
た
手
口
の
被
害
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、　

歳
代
の
若
者
を
対
象
に
し

２０

た
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
料
金
の
架
空
請

求
で
「
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
と
金
利

が
か
さ
む
」
と
い
っ
た
手
口
も
あ
り
ま

ピーポくんピーポくん�

町田情報町田情報�
ピーポくん�

町田情報�

町
田
警
察
署
生
活
安
全
課
1
７
２
２
・
０
１
１
０

町
田
市
安
全
対
策
課
1
７
２
４
・
３
２
５
４

振
り
込
め
詐
欺
の
対
策
は
、

万
全
で
す
か
？

振
り
込
む
前
に
１
１
０
番

す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

①
警
察
は
、
示
談
の
仲
介
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん

　

「
穏
便
に
す
る
。
警
察
沙
汰
に
し
な

い
」
と
言
っ
た
ら
、
「
振
り
込
め
詐

欺
」
と
疑
っ
て
下
さ
い
。

②
あ
わ
て
て
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま

な
い

・
身
内
を
信
じ
て
下
さ
い
。

・
事
実
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

・
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
、
警
察

に
相
談
し
て
下
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
体
験
電
話

　

警
視
庁
で
は
、
多
く
の
方
に
、
実
際

に
か
か
っ
て
き
た
振
り
込
め
詐
欺
の
電

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
通
話
料
無
料

の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し
ま
し
た

の
で
、
ぜ
ひ
聞
い
て
み
て
下
さ
い
。

11
０
１
２
０
・
３
０
２
９
８
９
（
一
般

加
入
電
話
が
対
象
で
、
携
帯
電
話
で
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　

内
容
（
約　

分　

秒
）

１１

２０

○
痴
漢
示
談
金
名
目
で
２
０
０
万
円
で

示
談
し
よ
う
と
す
る
も
の

○
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
い
た
と
し
て

母
親
に
立
て
替
え
を
依
頼
す
る
も
の

警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

警
視
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
内
容
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

警
視
庁
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.k
e

ish
ic
h
o
.m
e
tro
.to
k
y
o
.jp
/

）→

ト
ピ
ッ
ク
ス→

振
り
込
め
詐
欺
の
テ
ク

ニ
ッ
ク

「「
人人
のの
輪輪
でで

安安
全全
安安
心心

街街
づづ
くく
りり
」」
（
入
選
標
語
）

（
入
選
標
語
）

ダイオキシン類調査結果を�

お知らせします�
清掃工場清掃工場1７９７７９７・９１５５・９１５５�□�問�

ダイオキシン類調査結果を�

お知らせします�
清掃工場1７９７・９１５５�□�問�

　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
炉
及
び
近
隣
環
境
に
お
け
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
調
査
方
法

　

大
気
の
調
査
に
つ
い
て
は
６
か
所
で

測
定
し
ま
し
た
（
表
１
）
。

　

大
気
の
採
取
は
、
１
週
間
連
続
で
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
土
壌
に
つ
い
て
は

リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
及

び
近
隣
で
測
定
し
ま
し
た
（
表
２
）
。

　

そ
の
他
、
水
質
、
焼
却
炉
の
排
ガ
ス

等
に
つ
い
て
、
表
３
〜
４
に
示
し
た
地

点
で
測
定
し
ま
し
た
。

○
調
査
結
果

　

大
気
と
土
壌
に
つ
い
て
は
、
環
境
基

準
値
以
下
で
し
た
。
ま
た
、
排
ガ
ス
に

つ
い
て
は
、
排
ガ
ス
の
基
準
で
あ
る
１

立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム

（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は　

億
分
の
１
グ
ラ

１０

ム
）
を
下
回
る
結
果
で
し
た
。
そ
の

他
、
清
掃
工
場
の
排
水
と
埋
立
地
の
浸

出
水
を
処
理
し
て
い
る
排
水
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
処
理
水
も
排
水
基
準
値
以
下
で

し
た
。

表１　環境大気測定結果（単位：pg-TEQ/m３）

環境
基準値

測定結果採取日

採取場所
平均

２００６年２００５年
２／７～
２／１４

１１／８～
１１／１５

８／９～
８／１６

６／２９～
７／６

０．６

０．０５４０．０７４０．０７２０．０３２０．０３６少年野球場
０．０５６０．０７３０．０７３０．０３６０．０４０大賀ぐうし館
０．０６７０．０９００．０９４０．０３７０．０４６小山田中学校
０．０５５０．０６６０．０８２０．０３５０．０３７小山田小学校
０．０５７０．０７９０．０７１０．０３６０．０４３埋立地北側
０．０６５０．０７７０．０８２０．０３２０．０６７埋立地南側

表２　土壌測定結果（単位：pg-TEQ/g）

土壌環境
基準値

測定結果　　　　採取日

採取場所　　　
２００６年

３月１４日３月１日

１０００

　３７花の家裏（北側）広場

　３３
リサイクル文化セ
ンター計量棟Ｂの
南側

２４　清掃工場西門の
北側　５０ｍ付近

１０　考古資料室裏（西側）

表３　焼却炉の排ガス等測定結果（単位：（排
ガス）ng-TEQ/Nm3、（飛灰）ng-TEQ/g）

飛灰排ガス採取日
採取場所

測定結果排出基準値測定結果２００５年
１．７

１
 ０．１６６月３０日２号炉

２．７０．０８６６月３０日３号炉
８．５ ０．１４７月２１日４号炉
３．６　７月２１日固化灰
１．３

１
 ０．１５１１月２２日２号炉

３．１０．０９２１１月２２日３号炉
 １２ ０．４４１０月１７日４号炉
３．０　１１月２２日固化灰

表４　水質等測定結果（単位：（水質）pg-TEQ/L、
（汚泥）ng-TEQ/g）

排水基準値：１０
環境基準値：１

２００６年２００５年　　　　　採取日
採取場所　　　　　 ２月９日８月９日

１０．０６００．０６１モニタリング井戸水
１０．０６２０．０６１埋立地南側井戸
１００．２００．３８排水浄化センター処理水

　

１８７．６原水（処理前）
２３３６０工場排水（処理前）
２．０２．２埋立地浸出水（池辺）
０．５０２１埋立地浸出水（峠谷）
３月１日８月９日　
０．０６４０．０９９脱水汚泥


